
2017 年度 第 2 回幹事会議事録 

 

日時：2018年3月1日（木）  

場所：JXホールディングス六本木クラブ 

出席者（敬称略）：町田、湯浅、小谷、土居、長谷川、池田、真壁、伊藤、岩田、安田、品田、生方、鈴木(雄)、 

         坂上、攝津、青木、腰高、杉浦、荒木、松尾 (20 名） 

 

【報告事項】 

1. 現役報告（青木） 

・秋連盟戦 11 チーム参加→上位 3位  ※13 年ぶりの上位 

・新幹事（新 3年生）は「約 10 名」。新 2年生は「18～19 名」。 

 

2. 就職活動支援／ＯＢ訪問状況について（青木） 

・順次、ＯＢを訪問予定。 

 

3. ANW（池田） 

・2017 年度は、計 4回（6/24 東海・10/7 中四国・11/18 関西・12/2 九州）のみの開催。 

・2018 年度は、上記 4ヵ所での開催は確定。 北陸は 2019 年 1 月頃開催で検討中。 

 甲信越（カバー範囲広い）、東北（メンバーが 2名）は開催可否も含めて検討中。 

 

4. SO（湯浅・真壁） 

・ボランティアの高齢化が深刻。若手の参加期待。 

 

5. 年会費状況報告（荒木） 

・2017 年度収納率⇒80.3％（前年度 81.9%） 

・昨年度は未収納者へアプローチし振り込みによる収納実績が「18 件」あったが、 

 今年度はアプローチ未実施の為、振り込みによる収納実績「6件」に留まり収納率ダウン。 

・今年度、4名の方がご逝去されましたが引き落とし完了後だった為、「OB 会員数」に含んでおります。 

 （ご遺族ご了承済み）来年度以降の自動引き落とし設定は解除済み。 

 

 6. その他 

   ・（町田）昨年、「1期／福嶋さん」がご逝去されたが、ご家族より「10 万円」の寄付を頂いた。 

    1 期同期の総意で、現役活動費の一部（ボール代、合宿代）に充てたい。 

    使用用途を明確にすると共に、本件を前例にはしないこと。 

   ・（腰高）2017 年 6 月に数名で「楽籠ホームページ充実化」について検討。 

    しかし、その後も従来同様にアップロードもなく活発な運用が行われない為、検討見送り。 

 

 

 

 

 

 

 



【審議事項】 

1. 来る 3月 24 日（土） 総会 議事・式次第（腰高） 

・2018 年 3 月 24 日（土） 12：00～15：00 @ 「OLD MAN’S UN 汐留（昨年同様）」にて決定 

 

2. 2017 年度決算案、2018 年度予算案（荒木）⇒詳細は別紙ご参照願います 

・（腰高）「現役補助金額の見直しについて」 

 現役補助の内、「2017 年度／現役担当補助実績」は予算と比較し 170%と大幅超過。 

 最大の要因は「部員数増（前年 25 人→本年 39 人＝約 60%増）」のため、この金額で決算容認。 

 ただし、今後も際限なく増やす事は出来ない為、限度を決める必要がある。 

 よって、2018 年度予算は、「2017 年度実績－約 5万」にて計上。 

・（湯浅）「SO の特別支援として 3万円の予算計上希望について」 

 使用用途は、本年 9月に愛知で SO 全国大会開催。東海地区の OB が参加してくれることになっており 

 今後の SO ボランティア普及交流会費用。 

 (町田）元々SO は人的ボランティアであり OB 会費から出すことに異議ある人が出るのでは。 

賛同者からの「寄付」という形ではどうか。 

（小谷）福岡では、OB の SO 参加はなかったが補助があった。 

（湯浅）東海地区の OB は積極的に参加しようとしてくれている。前例にしようとしている訳ではない。 

  ⇒多数決により、予算計上にて進行。総会での決議事項とする。 

 

3. 役員人事（湯浅） 

・「楽籠 OB 会副会長の複数人と若手の登用について」 

 川先世代以降の OB が「3分の 2以上」を占める現状において、川先世代だけで仕切る図式は不均等 

 ではないか。組織活性化策（川先後世代・若手・地方等）の一つとして、副会長の複数名化を提案。 

 提案内容は下記の通り。 

  ＜現行＞ 副会長：①2期／湯浅さん 

  ＜提案＞ 副会長：① 2 期／湯浅さん 

           ②10 期／恒川さん    ※湯浅さんから事前相談予定 

 

4. 連盟 50 周年の件（岩田さん） 

・2018 年の連盟 50 周年記念イベントに向け動いており、総会にて報告予定。 

 

以 上  


